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詳しい操作方法については、「画面で見る 
マニュアル」をお読みください。 
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保証書別添付 


このたびは、パナソニック製品をお買い上げいただを、まことにありがとラございます。 

-説明書をよくお読みの5え、正しく安全にお使いください。 

-ご使用前に「ま全上のごま意」 （3 ~ 6ページ）を必ずお読みください。 

-保証書は「お買い上げ曰•販売店名」などの記入を確かめ、取扱説明書ととちに大切に保管して<ださい。 


困つたとさは 


上手にお使いいただくために 


お使いになる前 



























本書について 


表記について 


Enter : 
Fn + F5 ： 


お！ 


安全にお使いいただ<ための情報を記載しています。 
お使いいただくラえで便利な情報を記載しています。 

[ Enter ] キーを巧すことを意味します。 

[ Fn ] キーを巧しなび 5、 [ F 5] キーを巧ずことを意味します。 


曾 (スタート）-[すべてのプ□グラム]: 

画面上の® (スタート）をクリックした後、[すべてのプ□グラム]をクリックずること 
を意味しまず。ダブルクリックびな、要な場合ちありまず。 


[スタート]-[検索] 


み 


を! 


画面上の[スタ ー h をクリックした後、[検索]をクリックずることを意味します。ダブル 
クリックびぶ、要な場合もあります。 

本書内や、パソコン本体に保巧されている『取扱説明書操作マニュアル』などの参照先を 
意味します。 

画面で見るマニュアルを意味します。 


は Windows ® 7 Professional 正規版を指します。 


• — 内 1"•…' ‘'KW 

• •り化 T ルリ化* *!イ* は Microsoft ® Windows ® XP Professional Service Pack 3 正規版を指しまず。 

• 本書では名称等をじ(下のよラに表記しまず。 

•「 Windows ® 7 Professional 正規版」を 「 Windows 」 または 「Windows 7」と表記しまず。 

•「 Microsoft ® Windows ® XP Professional Service Pack 3正規版」を 「 Windows 」 または 「Windows XP 」 と表記し 
ます。 

• DVD MULTI ドライブをに D / DVD ドライブ」と表記します。 

• コンピユーターの管理ちの権限で □ グオンしないと使えない機能や表ちでさない画面びありまず。 

• 別売品の最新情報については、カタ□グなどをご覧ください。 

• 本書の内容に関しましては、事前の予告なしに変更することびありまず。 

• 本書の内容の一部またはずベてを無断転載ずることを禁止します。 

• 落下、乱下はお取り換えしまず。 

• 本書のサンプルで使われている氏名、住所などは架空のちのです。 

• 本書のイラストや画面は一部実際と異なる場合びあります。 

■ 商標 

Microsoft とその□ゴ、 Windows®、Windows Vista、Windows □ゴは、米国 Microsoft Corporation の米国およびその 
他の国における登録商標です。 

Intel 、 Core 、 Centrino 、 PROSet は、米国 Intel Corporation の商標または登録商標でず。 


SDHC □ゴは商標です。 


Adobe、Adobe □ゴ 、 Adobe Reader は 、 Adobe Systems Incorporated (アドビシステムズ社）の商標です。 
Bluetooth ™ は、その権利ちび所有している商標であり、パナソニック株式会社はライセンスにきづさ使用していま 
す。 

Sonic 、 Roxio、Roxio Creator および MyDVD は米国 Sonic Solutions の商標または登録商標です。 

その他の製品名は一般に各社の商標または登録商標です。 
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ミ全上のご注意 


必ずお守りください 


お使いになる人や他の人へのを害、財産への損害を未然に防止ずるため、必ずお守りいただくことを、次のよラに説 
明していまず。 


■ 表ち内容を無視して誤った使い方をしたとさに生じる危害や障害の程度を、次の表ちで区分し、説明していまず。 


A 筒埃 


この表をの欄は、 r 死 t または重傷などを負ラ危険び切迫して生じることび想定される」内容です。 


么警告 


この表ちの欄は、 r 死 t または重傷などを負ラ可能性び想定される」内容です。 


么ま意 


この表示の欄は、 r 傷害を負ラ可能性または物質的損害のみび発生する可能性び想定される」内容 
です。 


お守りいただく内容の種類を、次の絵表おで、説明しています。（下記は絵表ちの一例でず。） 


0 

このような絵表をは、 

してはいけない「禁止」内容です。 

〇 

このような絵表示は、 

必ず実行していただ<「強制」内容でず。 


バッテリーパックに関するま意 


乂中に投入したり加熱したり 
しない 


么ち険 


(S) 



禁止 

発熱•発火•破裂の原因になります。 


乂のそばや炎天下など、高温 
の場所で充電-使用-放置を 
しない 




禁止 



プラス （+) とマイナス （一) 
を金属などで接触させない 


(S) 



禁止 

発熱•発火•破裂の原因になりまず。 

• ネックレス、ヘアピンなどと 

いっしょに持ち運んだり保管し 

たりしないで < ださい。 

、 一 

f ? 寸属のバッテリーパックは、 
必ず本機で使用する 


液漏れ•発熱•発火-破裂の原因 
になりまず。 


必ず、指定のバッテ U —パッ 
クを使用する 


クギを刺したり、衝撃を与え 
たり、分解-改造をしたりし 
ない 


(S) 



〇 



〇 



CF -52 シリーズ専用のバッテリー 
パックです。 CF -52 シリーズじ I か 
に使用すると、液漏れ•発熱•発 
^ • 破裂の原因になります。 


指定（付属および指定の別売り商 
品）じ I 外のバッテリーパックを使 
用すると、発熱•発火-破裂の原 
因になりまず。 

r バッテ U - ノ 0ックび劣化した1 

5新品と交換する 


禁止 

液漏れ•発熱•発火-破裂の原因 
になります。 

• 強い衝撃び加わった5、すぐに 
使用をやめて< ださい。_ 

指定のち法で充電する 


〇 



指定の方法で充電しないと、液漏 
れ•発熱•発火-破裂の原因にな 
ります。 


〇 



劣化したバッテ U - パックを使用 
し続けると、発熱•発火•破裂の 
原因になります。 
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安全上のごま意 


必ずお守りください 


異常-故障時には直ちに使用 
をやめる 

異常が起をたらすぐに電源プラ 
グとバッテリーパックを巧く 


〇 



•破損した 
•内部に異物び入った 
•煙び出ている 
•異臭びする 
•異常に熱い 

そのまま使用すると、火災•感電の 
原因になります。 

• すぐに本機の電源を切って電源プ 
ラグを抜さ、その後バッテリー 
パックを取りがして、販売店にご 
相談ください。_ J 

コンセントや配線器具の定格を 
超える使い方や、交流100 V しソ 
がでの使用はしない 



たこ足配線などで定格を超えると、 
発熱による火災の原因になりまず。 


りが军や改造をしない 


分解禁止 


A 警告 


高電圧に注意 
本機を分 I を改造しない 
[本体に表をした•頂] 


高電圧による感電や、異物の混入な 
どによる义災の原因になります。 


雷び鳴りはじめたら、本機や 
ケーブルに触れない 




を触禁止 
感電の原因になりまず。 


A 警告 


電源コード•電源プラグ- 
AC アダプターを破損するよ 
ラなことはしない 
f 傷つけたり、加工したり、熱') 
器具に近づけたり、無理に曲 
げたり、ねじったり、引っ 
張ったり、重いちのを載せた 
り、束ねたりしない 



禁止 


傷んだまま使用ずると、感電- 
シヨー ト•火災の原因になります。 
• コードやプラグの修理は、販売 
店にご相談ください。 


めれた手で電源プラグの抜さ 
挿しはしない 


電源プラグのほこりなどは 
定期的にとる 


〇 



喔) 


めれ手禁止 

感電の原因になりまず。 



プラグにほこりなどびたまると、 
湿気などで絶縁不良となり、火災 
の原因にな0まず。 

• 電源プラグをおさ、乾いた巧で 
ふいて < ださい。 

長期間使用しないとさは、電源 
プラグを抜いてください。 


電源プラグは根元まで確実 
に挿し込む 


〇 



機の上に水などの液体が入つ 
た容器や金属物を置かない 


(S) 


禁止 


02 ) 

心仁 



水などの液体びこぼれたり、ク 
リップ、コインなどの異物び中に 
入ったりずると、火災•感電の原 
因になりまず。 

• 内部に異物び入った場合は、ず 
ぐに電源を切って電源プラグを 
おさ、その後/くッテ U -パック 
を抜いて、販売店にご相談くだ 
さい。 


挿し込みび不完全ですと、感電や、 
発熱による火災の原因になります。 
• 傷んだプラグ、ゆるんだコンセ 
ン トは使用しないでください。 

SD メモ U —力ードは、乳幼 
巧の手の届 < ところに置かな 
い 

/ C ~ N 誤って飲み込むと、身 
( XJ 体に悪影響を及ぼし 

禁止 

• 万一、飲み込んだと思われるとを 
は、すぐに医師にご相談ください。 


長時間直接触れて使用しない 


(S) 


禁止 


本機や AC アダプター 
の温度の高い部分に長 
時間、直接触れている 
と、低温やけど’ 1 の原 
因になります。 
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必ずお守り < ださい 


么警告 


1 航空機内では電源を切る‘ 2 ^ 

運航の安全に支障を 
^ さたすおそれびあり 

mm ます。航空機内での 

使用につい口ま、航 
空会社の指ちに従つ 
て < ださい。 

V J 

f 自動ドア、乂災報知器などの^ 
自動制御機器の近くで使用し 
ない 

本機か 5 の電波び自 
/\A 動制御機器に影響を 
vv 及ぼすことびあり、 
誤動作による事故の 
原因になります。 

V J 

( 病院内や医用電気機器のある 1 
場所では電源を切る‘ 2 

手術室、集中治療室、 
CCU* 3 などには持ち 
込まないでください。 
mm ホ機か！ 5 の電波び医 

用電気機器に影響を 
及ぼすことびあり、 
誤動作による事故の 
原因になります。 

V ソ 

^"満員電車の中など混雑した場 ^ 
所では、付近にむ臓ペース 
メーカーを装着している方び 
いる可能性びあるので、電源 
を切る* 2 

電波によりぺース 
メ-力-の作動に影 
»を与える場合びあ 
ります。 

植込み型む臓ぺースメーカー 
の装着部位から 22 cm 上離 
す 

電波によりペース 
メーカーの作動に影 
»を与える場合びあ 
ります。 

V J 

f アース端テを電源コンセント^ 
に挿し込まない 

) 火災-感電の原因に 
なりまず。 

禁止 

V J 

血流状態び悪い人（血管障害、血液循環不良、糖尿病、強い圧迫を受けている）や皮膚感覚び弱い人（高齢者）な 
どは、低温やけどになりやずい傾向びありまず。 

‘2やむをえずこのよラな環境でパソコン本体を使用する場合は、無線切り替えスイッチを OFF 側にスライドさせ、 
無線 LAN の電源を切ってください。ただし、航空機の離着陸時など、無線 LAN の電源を切ってちパソコンの使用 
び禁止されている場合ちありまずので、ま意してください。 

‘ 3 CCU とは、冠状動脈疾患監視病室の略称でず。 

A 注意 


^"電源プラグを接続したまま移^ 
動しない 

電源コードび傷つき、 

( X ) 火災-感電の原因に 
V-V なることびあります。 
禁止 

• 電源コードび傷ついた場合は、 

すぐに電源プラグを抜いて販売 
店にご相談 < ださい。 ^ 

f 電源コードは、プラグ部分を^ 
持って巧く 

電源コードを引っ張 
るとコードび傷つき、 
火災 • 感 S の原因に 
なることびあります。 

V J 

1 時間ごとに 10 〜 15 分間の 
休憩をとる 

長時間続けて使用す 
ると、目や手などの 
健康に影 S を別ます 
ことびあります。 

V J 

風礼をふさびない 

内部に熱びこちり、 
(\) 火災の原因になるこ 
とびありまず。 

禁止 J 

^ 水、湿気、湯気、ほこり、油^ 
煙などのをい場所に置かない 

火災-感電の原因に 
rxj なることびあります。 

、禁止 ノ 
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安全上のごま意 


必ずお守りください 


LAN コネクターに電話回線や 
指定け外のネットワークを接 
続しない 

LAN コネクターに 
rsv ) OT のようなネット 

ワークや回線を接続 
すると、火災•感電 
巧 の原因になることび 

ありまず。 

• 1000 BASE - T 、 100 BASE - TX 、 

10 BASE - T (がのネットワーク 
• 電話回線 （ IP 電話、一般電話回 
線、内線電話回線（構内交換 
機)、デジタル公衆電話など） 


不安定な場所に置かない 


(S) 


禁止 


八ランスびくずれて 
倒れたり、落下した 
りして、けがの原因 
になることびありま 
す。 


必ず指定の AC アダプターを 
使用する 


〇 


指定（付属および指 
定の別売り商品） L ソ 
外の AC アダプター 
を使用すると、 火災 
の原因になることび 
あります。 


ひび割れたり変形したりした 
ディスクは使用しない 

乂—\ 高速で回転ずるため、 
(X) 飛び散ってけびの原 
因になることびあり 
禁止 ます。 

• 円形でないディスクや、接着剤 
などで補修したディスクち同様 
に危険ですので、使用しないで 
<ださい。 


么注意 


高温の場所に長時間放置しな 

し、 


(S) 


禁止 


火のそばや炎天下など 
極端に高温になる場所 
に放置すると、キヤビ 
ネツトび変形したり、 
内部の部品び故障また 
は努化したりずること 
びあります。このよラ 
な状態のまま使用する 
と、ショートや絶縁不 
良などにより火災•感 
電につなびることびあ 
ります。 


本機の上に重いものを置かな 
い 


f % デムは、 
用する 

〇 


一般電話回線で使 

会社、事務所などの 
内線電話回線（構内 
交換機）やデジタル 
公衆電話に接続した 
り、本機で対応して 
いない国や地域’4で 
使用したりすると、 
火災-感電の原因に 
なることびあります。 


(S) 


禁止 


八ランスびくずれて 
倒れたり、落下した 
りして、けがの原因 
になることびありま 
す。 


へッドホン使用時は、音量を 
上げすざない 


(S) 


禁止 


耳を刺激ずるよラな 
大さな音量で長時間 
続けて聞くと、聴力 
に悪い影響を与える 
ことびあります。 


AC アダプターに 強い衝撃を 
加えない 


(S) 


禁止 


落とすなどして強い 
衝撃び加わった AC ア 
ダプターをそのまま 
使用すると、感電- 
シヨー ト • 火災の原 
因になることびあり 
ます。 

AC アダプターの 修理は、販売店 
にご相談ください。 


CD / DVD ドライブの内部をの 
ぞさこまない 

内部のレーザー光源 
( X ) を直視ずると、視力 
障害の原因になるこ 
肖止 とびありまず。 

• 内部の点検-調整-修理は、販売 
店にご相談ください。 


本装置はレーザー利用機器です。 

ごを意-ここに規定した1•ソがの手順によ 
る制御や調整は、を険なレーザー放射 
の被曝をちた S します。分解や修理は 
行わないでください。 14-J-1-1 



本機のモデムび対応している国や地域については、29ページをご覧ください。 
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各部の名称と働き 


I 回の画旨① 
の 



A ■フピーカー 

4を『取扱説明書操作マニュアル』「キーの組み合わ 
せによる操作」 

B : マルチメディアポケット 

みを）『取扱説明書操作マニュアル』「マルチメディア 
ポヶット」 

C : SD メモリーカードス□ット 

4巧！『取扱説明書操作マニュアル 』 rSD メモリー 
力ード」 

D : バッテリーパック 
E : オーディオ出力端子 

市販のへッドホン、アンプ付さスピーカーなどを接続 
することがでさます。接続すると、内蔵スピーカーか 
5の音は出なくなります。 

F : マイク入力端子 

コンデンサー型マイク□ホンを使用でさます。それな 
外のちのを使用すると、音声が入力されなかったり、 
誤動作の原因になったりする場合があります。 

-ステレオマイクを使ってステレオ録音をするとさ： 


@ (スタート）-[コント□-ルパネル]-[八ードウェア 
とサウンド]-[サウンド]-[録音]- [ Microphon 司-[プロ 
パティ]をクリックし、[詳細]の[才ーディオ機能拡張 
を有効にする]か6チェックマークを外してください。 

[スタート]-[コント□-ルパネル]-[サウンド、音声、 

および才ーディオデバイス]- [ SmartAudio ] をクリッ 
クし、[音声効果]ち [ VOIP ] ち選択しない状態（グ 
レー表示）にしてください。 

2極プラグタイプのモノラルマイク□ホンを使用する 
とさ： 

スタート）-[コント □ —ルバネル ]- [A —ドウェ 
アとサウンド]-[サウンド]-[録音]- [ Microphon 句-[プ M :キーボード 
□パティ]をクリックし、[詳細]の[オーディオ機能 
拡張を有効にする]にチェックマークを付けてくださ 
し、。 

チェックマークを付けないと、ステレオ録音したとさ 
に左側か！5しか音び出ません。 


I 日め 


I パ 


G :無線 LAN アンテナ 

『取扱説明書操作マニュアル』「無線 LAN 機能」 

H : LCD 

I :状態表示ランプ 

国 Caps Lock ランプ（キャップス□ック） 

ご] NumLk ランプ（テンキーモード） 

(nl ScrLk ランプ（スク□-ル□ック） 

質ドライブ状態表示ランプ 
日バッテリー状態表示ランプ 

4を『取扱説明書操作マニュアル』「バッテリー 
パック」 

め 電源状態表示ランプ 

(消灯：電源オフまたは休止状態、緑点灯：電源才 
ン、緑点滅：スリープ状態/ 

スタンノ（イげ熊、おい間幅で緑点 
滅：温度のほ下による電源オン不可またはリジュー 
ム不可状態） 

画 SD メモリーカード状態表示ランプ 
(点滅：アクセス中） 

4を『取扱説明書操作マニュアル』に D メモ 
IJ —力ード」 

(/無線 LAN 状態表示ランプ 

お線 LAN が使用でさる状態のとさに点なします。 

お線 LAN のオン/オフ状態をおすちのではありません。 

『取扱説明書操作マニュアル』「無線通信を 
オン/オフする」 

了：将来の拡張用です。 

J :電源スイッチ 

フアンクシヨンキー 

4 巧） 『取扱説明書操作マニュアル』「キーの組み合わ 
せによる操作」 

Bluetooth アンテナ 


K 


L : 


N 


[スタート]-[コント□-ルパネル]-[サウンド、音声、 
および才ーディオデバイス]- [ SmartAudio ] をクリツ 
クし、 [ VOIP ] を選択した状態（カラー表示）にしてく 
ださい。 

[ VOIP ] を選択しないと、左音声だけび録音されます。 


指紋センヴー 
<指紋センサー内蔵モデルのみ> 

4を『取扱説明書操作マニュアル』「指紋センサー」 
〇:フラットパッド 
P :八ンドル 

Q : 無線切り替えスイッチ 

『取扱説明書操作マニュアル』「無線通信をオン/ 
オフずる」 


お使いになる前 
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各部の名称と働き 


ち側 



nz ^ 1 


A B C 

EX PC 


後側 




E G H 
O LOCK 


K 


凸麗 M 


A : 八ードディスクドライブ 

4 を！ 『取扱説明書操作マニュアル』「八 ー ドディスク 
ドラィブ」 

B :エクスプレスカードス□ット 

『取扱説明書操作マニュアル』 「 PC 力ード/エクスプ 
レスカード」 

C : PC 力ードス□ット 

『取扱説明書操作マニュアル』 「 PC 力ード/エクスプ 
レスカード」 

D : IEEE 1394 インターフエースコネクター 

今を！ 『取扱説明書操作マニュアル』 riEEE 1394 機器」 

E : USB ポート 

4巧！『取扱説明書操作マニュアル』 rUSB 機器」 

F :電源端子 


エクスプレスカードス 
□ット、 PC 力ードス□ッ 
卜、 IEEE 1394 インター 
フェースコネクター、 

USB ポ ー K 外部ディス 
プレイコネクター、モデ 
ムコネクター、 LAN コネ 
クター、シリアルコネク 
ターのさカバーは、下側 
へ巧しなび5手前に引い 
て開いて < ださい。 

本機には、ちのイラスト 
の〇で囲んだ部分に、磁 
石および磁気を帯びた部 
品び使用されています。 
これ5の部分に、金属や 
磁気メディアを接触させ 
ないよラにして<ださ 
し、。 


(例： USB ポ-トカバ—） 





D E F 
1394 G >©-© 

DC IN 15.6V 



P 

Q 


G :外部ディスプレイコネクター 

『取扱説明書操作マニュアル』 r 列部ディスプレ 

イ」 

H :セキュリティ□ック 

Kensington 社製のセキュリティ用ケーブルを接続するこ 
とがでさます。 

詳しくは、ケーブルに付属の取扱説明書をご覧ください。 

I :通風孔 

J :モデムコネクター 

4巧）『取扱説明書操作マニュアル』「モデム」 

K : LAN コネクター 

『取扱説明書操作マニュアル』 「 LAN 機能」 

しシリアルコネクター 
1\/1:}広張バスコネクター 
将来の拡張用です。 

N : RAM モジュールス□ット 

4を『取扱説明書操作マニュアル』 「 RAM モジュー 
ル」 

0:八ードディスクドライブラッチ 

4を『取扱説明書操作マニュアル』「八ードディスク 
ドライブ」 

P :マルチメディアポケット解除ボタン 

『取扱説明書操作マニュアル』 

ポケット」 

Q : パツ テリーラ ツチ 


「マルチメディア 


お知らせ 


お使いになる前 
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はじめて使 5 とを 


準備 

①付属品を確認する。 

万一足りない場合、または購入したちのと異なる場合は、ご相談窓□にお確かめください （ A 30 ページ)。 


•AC アダプター .... 

賢 

品番 CF - AA 5713 A 


電源コード *1 
(2 ピンタイプ） 


バッテリーパック.. 


品番 CF - VZSU 29 AS 


I 取扱説明書基本ガイド（本書） 

• プ□ダクトリカバリー DVD-ROM Windows® 7 Professional. 1 

•プ□ダクトリカバリ- 
.保罰書 


DVD-ROM Windows® XP Professional SP3..-. 


②パソコン本体の包装袋のシールをはがす前に、ソフトウェア使用許諾書の内容を確認する（今25ぺージ)。 

*■' 付属の電源コードは、 CF - AA 5713 Ai •ソ外の製品等に転用しないでください。 28-J-1 

必ず接地接続を行って<ださい。接地接続は、必ず電源プラグを電源につなぐ前に行って<ださい。また、接地接続を 
がす場合は、必ず電源プラグを電源か 5 切り離してか S 行って < ださい。 31-J-2 


バッテリーパックを取り付ける 


•珍 


A ~ 

剛 




於* 


① パソコン本体を裏返ず。 

⑤臣些巧 マーク ( A ) を巧しなび5、カバーをスライドして取り外ず。 

③ ス□ットの奥までしっかりとバッテリーパック （ B ) を挿入ずる。 

④ カバーをスライドして元の位置に取り付ける。 

■ バッテリーパックを取りかず 

上記の手順 ⑤ で、ラッチ（口をスライドした状態でバッテ U - パックのタブ 
( D ) を手前へ引く。 

• カバーび正しく取り付け5れていることを確認してください。正しく取り付け 
5れていない状態で/':ソコンを持ち運ぶと、バッテリーックび落ちるおそれ 
びあります。 


電源び切れている状態でち電力を消費します。満充電のバッテリーの残量びな 
くなるまでの期間は次のとおりです。 

-電源オフ時：約5週間 

•スリープ状態 ( W リ而 ) / 


m {wa. 

5週間 <2 


) :約8日2 


スタンバイ状態 （ 

-休止状態：約 

’ 2 「 Wake Up from LAN 」 機能を有効に設定すると、バッテ U —残量保持期間が短くな 
ります。 

パソコン本体に AC アダプターを接続していないとさはコンセント側を抜いてお 
いてください。 AC アダプターをコンセントに接続しているだけで電力び消費さ 
れます。 


お知5せ 


お願し、 


お使いになる前 
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はじめて使ラとさ 


ディスプレイを開ける 




① 八ンドルを手前に引く。 

② ラッチ （ A ) の上部を巧して□ックを解除ずる。 

③ ディスプレイを持ち上げて開ける。 


バッテリーパックを取り付ける< 


バッテリーパックとパソコンのコネクター部にはちぎれないでください。コネク 
夕一び巧れたり損傷したりずると、接触び悪くなり、バッテ U - やパソコンび 
正しく動作しないことびあります。 

使用するとさはおず力/ く一を取り付けてください。 


2 パソコンを電源に接続する。 


自動的にバッテリーの充電び始まります。 


手順4 ( •り化,ル"化 /手順5 ( •‘リ L 化"化 ) び完了するまで、 AC アダ 
プターを取りかしたり、無線切り曾えスイッチを入にしたりしないでくださ 
い。 

はじめて使うとさは、バッテリーパックと AC アダプターじ(かの機器を接続し 
ないで < ださい。 


3 パソコンの電源を入れる。 


①無線切り曾えスイッチ （ B ) び切であることを確認する。 

③電源スイッチむ（今7ぺージ）を約1秒間巧し続け、電源状態表ちランプ 
①（今7ページ）び点なしてか5離す。 

• 電源スイッチを連続して繰り返しオン/オフしないでください。 

• 電源スイッチを4秒間じ(上巧し続けると、/ ':ソコンび強制終了しまず。 

• 電源を切った後、再び電源を入れるまでは、10秒 LU 上お待ち<ださい。 

• ドライブ状態表ちランプ貨び消なずるまで、次の操作は行わないで<ださ 
い。 

- AC アダプターの 接続や取り外し 
-電源スイッチを押ず 

-キーボード、フラットパッド、外部マウスに触れる 
-ディスプレイを閉じる 
-無線切り曾えスイッチを入/切ずる 

• CPU の温度び高いとさは、過熱を防ぐためパソコンび起動しないことびありま 
す。温度び下びるまで待ってか5電源を入れて<ださい。温度び下がってち起 
動しない場合は、ご相談窓□にご相談ください（今30ぺージ)。 

• r はじめて使ラとさ」の手順1〜4 ( ■リル I . I •陽 ■ ) /手順1〜5 

( •‘りし!.!•腸‘ィ* )の作業び完了ずるまで、セットアップユーティリテイの工場 
出荷時の設定は変えないでください。 


4 Windows をセットアップする。 


①画面の指示に従って操作を行ラ。 

• 電源を入れた後、 Windows のセットアップ画面び表ちされるまでの間、画 
面び真っ黒になったり、同じ画面びしば5く表をされたりしまずび、故障で 
はありません。そのままお待ちください。 


お願い 


お願い 


お使いになる前 
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• Windows のセットアップ席力ーソルの移動やポタンなどの選択（クリッ 
ク）には、フラットパッドを使ってください。 

• Windows のセットアップは約20分かかりまず。画面のメッセージを確認し 
てか5、次の手順に進んで< ださい。 

ユーザー名、パスワード、背景（壁紙)、セキュリティ設定は、 Windows の 
セットアップ後に変更でさます。 

パスワードを忘れないでください。パスワードを忘れると、 Windows に□グオ 
ンでさなくなります。あ5かじめパスワードリセットディスクを作成しておく 
ことをお勧めします。 


■，川而 

• ューザーメートパスワードに CON 、 PRN 、 AUX 、 CLOCKS、NUU COM 1 〜 
COM 9、 LPT 1 〜 LPT 9、 @を使用しないでください。特に「@」を含んだユー 
ザー名を設定すると、パスワードを設定していなくてち□グオン画面でパス 
ワードの入力び求め5れます。空白で□グオンしよラとしてち「ユーザー名 
またはパスワードび正しくありません」と表ちされ、□グオンでさなくなり 
ます。□グオンできない場合は、 Windows の再インス!ルび必要になりま 
す。（今17ぺージ） 

• 背景煙紙）は Windows のセットアップ時に設定されます。パソコンを匡か 
で使用ずる場合、背景（壁紙）を白にずれば見やずくなります。 

① デスクトップをちクリックし、[個人設定]-[デスクトップの背景]をク U ッ 
クする。 

② [画像の場所]で[単色]を選ぶ。 

③ 白の背景（壁紙）を選び、[変更の保を]をクリックする。 


• ユーザー名とパスワードに CON 、 PRN 、 AUX 、 CLOCKS、NUU COM 1~ 
COM 9、 LPT 1 〜 LPT 9 を使用ずることはできません。 

• 曰付/時間/タイムゾーンを設定し、[次へ]をクリックした後、次の手順の画 
面び表ちされるまで数分間かかることびありまず。キーボードやフラット 
パッドに触れずにそのままお待ちください。 

• r 予期せめエラーび起さました」（または同様のメッセージ）び表ちされた5、 
[ OK ] をクリックしてください。故障ではありません。 

• ドライブ状態表示ランプ呂び消なずるまでお待ちください。 




5 新しいユーザーアカウントを作成する。 


①[スタート]-[コント□-ルパネル]-[ユーザーアカウント]-[新しいアカウン 
卜を作成する]をクリックしずる。 

画面のメッセージに従つてユーザーアカウントを作成してください。 


• パスワードを忘れないでください。パスワードを忘れると、 Windows に□グ 
オンでさなくなりまず。あ5かじめパスワードリセツトディスクを作成して 
お<ことをお勧めします。 


• PC 情報ビューアー 

本機では、八ードディスクドライブの管理情報などび八ードディスク内に定期的に記録されまず。記録されるデー 
夕量は、1回あたり最大1024バイトです。これ5の情報は、万び一八ードディスクび故障したとさの原因を推定 
するためにのみ使用するちので、本情報をネットワーク経由で外部に発信したり、目的じ(がに使用したりずること 
はありません。この機能を無効にするには、 PC 情報ビューアーの [ A — ドディスク使用状況]の [ 管理情報の履歴 
を自動的に記録ずる機能を無効にする]のチェックボックスにチェックマークを付けて [ OK ] をクリックしてくだ 

さい。（みを）『取扱説明書操作マニュアル』 r パソコンの使用状態を確認する」） 


お知らせ 


お願い 


お願い 
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はじめて使ラとさ 


■ 起動/シャットダウンするとさ 
次の操作は行わないでください。 

• AC アダプターを脱着ずる 
-電源スイッチを巧す 

-キーボード、フラットパッド、か部マウスに触れる 
-ディスプレイを閉じる 
-無線切り替えスイッチを入/切する 


電源の消費を抑えるために、工場出荷時には次のよラに設定されています。 

• 何の操作ちせずに15分び経過すると LCD の画面は自動的にオフになる。 

•何の操作ちせずに20分び経過すると、パソコンは自動的にスリープ状態( •り"1リ•陽 ■ ) /スタンバイ状態 
»つになる。 

つ ス U — プ状態( ■リル I . I •陽 ■ ) / スタンバイ 状態 ( •" ルり.リ編 • ) か 5 の U ジュ ームについて （みを『取扱説明 
書操作マニュアル』） 


パーテイシヨンを変更ずる 


■vj 而 pwn 

1つのハードディスクに複数のパーティションを作成ずることで、1つのハードディスクを複数のディスクのよ 
ラに扱ラことびでさます。工場出荷時、本機のパーティションは1つです。 

① ® (スタ-卜）をクリックし、[コンピューター]をちクリックして、[管理]をクリックずる。 

• 標準ユーザーは管理ちのユーザーアカウントの Windows パスワードを入力しまず。 

② [ディスクの管巧]をクリックずる。 

③ Windows び使用しているパーティション（工場出荷時は C ドライブ）をちクリックし、[ボ U ュームの縮ル]を 
クリックずる。 

• パーティションのサイズなどはモデルによって異なりまず。 

④ [縮ルする領域のサイズ]を入力し、[縮ル]をクリックする。 

• 画面に表ちされているサイズよりち大さなサイズには指定でさません。 

• Windows 7を再インス I ル （今 17ぺージ)する際に[[2] System 用と OS 用パーティションに再インス I 
ルずる]を選択ずるためには、 [ 縮ル後の合計サイズ]び30000 MB じ Lb になるよラに設定ずるぶ、要びあり 
ます。 

⑤ [未割り当て]領域をちクリックし、[新しいシンプルボリューム]をクリックする。 

• [未割り当て]領域は手順④で圧縮した領域でず。 

⑥ 画面の指をに従って操作を行い、[完了]をクリックずる。 

• 画面にフオーマットの進行び表ちされまずので、終了ずるまでお待ち<ださい。 


• [未割り当て]領域び残っている場合は手順⑥か!5、 Windows の領域にまだを裕びある場合は手順③か5の操作を行 
うことで、新しいパーテイシヨンを追加でさます。 

• パーテイシヨンを削除するには、手順③の画面で削除ずるパーテイシヨンをちクリックし、[ボリュームの削除]を 
クリックしてください。 


お知らせ 


お知らせ 


お使いになる前 


12 





















画面で見るマニュアル 


パソコンの画面上で、『取扱説明書操作マニュアル』および『バッテリー等の上手な使いち』を見ることびでをます。 
『取巧説明書操作マニュアル』および『バッテリー等の上手な使いち』をはじめて起動したときは、 Adobe Reader の 
「使用許諾契約書」画面び表おされまず。内容をよく読み、[同意ずる]をクリックして先に進んでください。 

■ 取扱説明書操作マニュアル。 

『取扱説明書操作マニュアル』は、本機を十分に活用していただくための機能について説明しています。 

『取扱説明書操作マニュアル』を見るには： 

•‘1 ルリ湯 ■ デスクトップのをダブルクリックずる。 

• または、@ (スタート）- [すべての プ □グラム]- [ Panasonic ] -[オンラインマニュアル]- [操作 マニュアル] を 
クリックする。 

•リ 化化リ化 •§ 用 [スター ト]-[操作 マニュアル] をクリックずる。 

■ バッテリー等の上手な使い方^ 

『バッテリー等の上手な使いち』では、バッテリーの使い方について役立つ情報を記載していまず。より長時間/長 
寿命でバッテリーくックをお使いいただくち法なども説明しています。 

『バッテリー等の上手な使い方』を見るには： 

•‘リ I 山 I 湯 ■ デスクトップの^をダブルクリックずる。 

• または、© (スタート）-[すべてのプ□グラム]- [ Panasonic ]- [オンラインマニュアル](または[バッテリー])- 
[バッテリー等の上手な使いち]をクリックする。 

デスクトップのをダブルクリックする。 

• または、[スタート]-[すべてのプ□グラム]- [ Panasonic ]- [オンラインマニュアル](または[バッテリー])- 
[バッテリー等の上手な使い方]をクリックする。 


お知らせ 


• Adobe Reader のアップデートのお知5せ画面び表をされた5、画面の指ちに従って最新バージョンにアップデー 
卜ずることをお勧めします。 

Adobe Reader の最新バージョンについては、下記ホームぺージにアクセスしてください。 
http :// www . adobe . com / jp / 


上雷お使いいただくために 
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取り扱いとお手入れ 


操作環境について 


パソコンは平 5 で落下のおそれのないところに置いてください。また、立てて置いたりしないでください。倒れて 
本体に強い衝撃び加わると、誤動作や故障の原因になります。 

適切な温度範囲：操作時： 5 ° C 〜35 °C 
保管時：-20 ° C 〜60 °C 

適切な湿度節囲：操作時： 30% RH 〜80% RH (結露なきこと） 

保管時： 30% RH 〜90% RH (結露なきこと） 

上記の温度/湿度の範 H であってち、極端な環境で長時間ご使用になると、パソコンの劣化につなびり、製品寿命 
び短< なる可能性びありまず。 

パソコンび損傷ずるおそれびあるため、次の場所には置かないでください。 

-電気製品の近く。画像び乱れたり、雑音び起さたりすることびありまず。 

• 極端に高温または低温のところ。 

操作中は、パソコンの温度び上昇しまずので、熱に弱いちのを近くに置かないでください。 


取り扱い上のごを意 



本機は、ディスプレイや八ードディスクへの衝撃びルさく抑え 5 れるよう設計されていまずび、衝撃による故障は保 
証いたしかねます。取り扱いには十分ま意してください。 

• パソコンを持ち運ぶとさ 

-パソコンの電源を切ってください。 

-外部装置、ケーブル、力ード、その他本体か 5 突さ出るものをすべて外し、コネクターのカバーを閉じてください。 
- CD/DVD ドライブか 5 ディスクを取り出してください。 

-落としたり、硬いちのにぶつけたりしないでください。 

-ディスプレイを開けたままにしないください。 

-ディスプレイ部分を持って運ばないでください。 

• ディスプレイとキーボードの間に紙されなどのちのをはさまないでください。 

• 航空機には手荷物として持ち込んでください。航空機内での使用については、航空会社の 
指をに従ってください。 

• 予備のバッテリーパックを持ち運ぶとさは、コネクター保護のためビニール袋などに入れてください。 

• フラットパッドは、指で操作ずるよう設計されていまず。フラットパッドの上に物を置いたり、跡び付くような先 
のとびったらのや硬いちの（つめ、鉛筆、ボールペンなど）で強く巧したりしないでください。 

• 油などをフラットパッドに付着させないでください。力ーソルび正しく動かなくなることびありまず。 

• 移動中に落下させたり、ぶつけたりしてけびをしないよラに注意してください。 

■ 周辺機器を使巧ずる場合 

周辺機器の損傷を防ぐため、下記および『取扱説明書操作マニュアル』の記載事項をお守りください。また、周辺機 
器の取扱説明書をよ < お読み < ださい。 

• ! くソコンの仕様に合った周辺機器を使用してください。 

• コネクターの形状、向さにま意して正しく接続してください。 

• 接続しにくい場合は、無理に巧し込まず、コネクターの形状、向さ、ピンの並びちなどを確認してください。 

• ネジで固定ずる場合は、しっかり締めてください。 

• パソコンを持ち運ぶときは、ケーブルをがしてください。ケーブルは無理に引っ張 5 ないでください。 


上手にお使いいただ<ために 
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お手入れ 


ディスプレイのお手入れ 

• ディスプレイに水をかけてふくことはおやめください。水の中に含まれる含有物質び原因でひっかさ傷びでを、画 
面び読み取0に << なることびありまず。 

• 画面にひっかさ傷びでさることびありまずか5、巧地でほこりやゴミをふさ取5ないでください。 

ほこりやゴミは腰の柔5かなブラシを用いて仏い落とし、柔5かく乾いたメガネふさ用のク□スでふさ取ってくだ 
さい。 

• 油脂分び付着したディスプレイ表励ま、カメラレンズ用クリーナーに浸した柔5かなガーゼで巧れを落とし、柔5 
か<乾いたメガネふさ用のク□スでふさ取って<ださい。 

ディスプレイ LU かのお手入れ 

• ガーゼなどの柔5かく乾いた巧でふいてください。洗剤を使ラとさは、水で薄めた中性洗剤に柔5かい巧を浸し、 
固く絞ってください。 


お願い 


• ベンジンやシンナー、消毒用アルコールなどは使わないでください。塗装がはげるなど、塗装面に影響を与える場合 
があります。また、市販のク IJ - ナーや化粧品の中にも、塗装面に影響を与える成分が含まれている場合があります。 
• 水や洗剤を直接かけたり、スプレーで晴さかけたりしないでください。液体びパソコンの内部に入ると、誤動作や 
故障の原因になります。 


無線 LAN ご使用時のセキュリティについて 


工場出荷時、無線 LAN のセキュリティに関ずる設定は行われていません。 

無線 LAN をご使用になる前に、必ず無線 LAN のセキュリティに関する設定を行ってください。（今を『取扱説明 
書操作マニュアル』 r 無線 LAN 機能」、お使いの無線 LAN アクセスポイントの説明書） 

無線 LAN では、 LAN ケーブルを使用する代わりに電波を利用してパソコンと無線 LAN アクセスポイント（別売り） 
との間で情報のやりとりを行います。このため、電波の届く範囲であればネットワーク接続び可能であるといラ利点 
びありまず。 

その反面、ある節囲であれば障害物（壁等）を越えて電波び届くため、セキュリティに関する設定を行っていない 
と、次のよラな問題び発生する可能性びあります。 

• :围イミ内容を夕み弓られる 

悪意ある第云ちび、電波を故意に傍受し、次のよラな通信内容を盜み見る可能性びあります。 

• ID やパスワード 

-クレジットカード番号等の個人情報 
-メール 内容 
• 不正に侵入される 

悪意ある第云ちび、無断で個人や会社内のパソコンやネットワークへアクセスし、次のよラなことを行ラ可能性び 
あります。 

-個人情報や機密情報を取り出す（情報漏えい） 

-特定の人物になりすまして通信し、不正な情報を流す（なりすまし） 

-傍受した通信内容を書さ換えて発信ずる（改ざん） 

-コンピューターウイルスなどを流し、データやシステムを破壊ずる（破壊） 

本機の無線 LAN 機能や無線 LAN アクセスポイントには、これ 5 の問題に対応するためのセキュリティに関する設定 
び用意されています。本機では、使用ずる無線 LAN アクセスポイントにあわせて設定をずる必要びあるため、お買 
い上げ時にはセキュリティに関する設定は行われていません。無線 LAN をご使用になる前に、おず無線 LAN のセ 
キュリティに関する設定を行ってください。 

無線 LAN のセキュリティに関ずる設定を行って使用することで、問題び発生する可能性は少なくなりますび、無線 
LAN の仕様上、特殊な方法で通信内容を盗み見 5 れたり、不正に侵入されたりする場合びありまず。ご理解のラえ、 

ご使用ください。 

セキュリティに関する設定を行わないで使用した場合の問題を十分に理解したラえで、お客さまご自身の判断と責任 
においてセキュリティに関する設定を行ラことをお勧めしまず。お客さまご自身で対処でさない場合は、お客様ご旧 
談センターにご相談ください。 


上手にお使いいただくために 
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取り扱いとお手入れ 


パソコンの廃棄-譲渡時におけるハードディスク內のデータ消去について 


データ流出のトラブルを回避ずるためには八ードディスク内に記録されたすベてのデータを、お客さまの責任に 
おいて消去ずることが非常に重要でず。 


最近、パソコンは、オフィスや家庭などで、し)ろいろな用途に使われるようになってきています。これ5のパソコン 
の中にある八ードディスクという記憶装圖こ、お客さまの重要なデータび記録されていまず。したびって、そのパソ 
コンを廃棄または譲渡ずるとをには、これ5の重要なデータを消去することび必要です。ところび、この八ードディ 
スク内に記録されたデータを消去ずるといラのは、それほど簡単ではありません。「データを消去ずる」といラ場合、 
一般には次のよラな操作を行いまず。 

-「削除」操作を行う -ソフトウェアで初期化（フォーマット）する 

. データを 「ごみ箱」に捨てる . 再 インス!ルをして、 工場出荷状態に戻ず 

-「ごみ箱を空にする」機能を使って データを 消す 

しかし、これ5の操作を行っても、八ードディスク内に記録されたファイルの管理情報び変更されてデータを呼び出 
す処理びでさなくなるだけで、本来のデータは残っているといラ状態にありまず。 

したびいまして、データ回復のための特殊なソフトウェアを利用すれば、これ5のデータを読み取ることび可能な場 
合びありまず。このため、悪意のある人によって、このパソコンの八ードディスク内の重要なデータび読み取5れ、 
予期しない用途に利用されるおそれびあります。 


消去ずるためには、専用ソフトウェアあるいはヴービス（とちに有償）を利用ずるか、八ードディスク内のデー 
夕を金植ゃ強い磁気によって物理的•磁気的に破壊して、読めなくずることを推奨しまず。（今を『取扱説明書 
操作マニュアル』「八ードディスクの内容をずべて消去ずる」） 


八ードディスク内にお客さまびインストールした市販のソフトウェアを削除せずに本機を譲渡すると、そのソフト 
ウェアのライセンス使用許諾契約に抵触する場合びありますので、ごま意ください。 


上雷お使いいただ<ために 
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再インストールずる 


ソフトウエアを再インス I ルすると、パソコンは工場出荷時の状態に戻ります。 

重要なデータは、再インス I -- ル前に、佈のメディアまたはか部八ードディスクにバックアップを取っておいてく 

ださい。 


• VJLW ■化仙 


• A - ドディスク内のシステム領域は絶対に削除しないでください。 

• システム領域を通常のドライブとして使用ずることはでさません。 




システム領域(約300 MB ) 


-• Windows で使える領域 


お知らせ 


• 再インス!ルを実行しても、 DVD - Video のリージョンコードを設定できる回数はリセットされません。 

準備 

• 次のちのを準備してください。 

• プ□ダクトリカバリー DVD-ROM (付属） 

• 当社製 CD / DVD ドライブ（内蔵） 

• ずべての周辺機器を取りかず （ CD / DVD ドライブを除く）。 

• AC アダプターを接続する。操作び完了するまで取り外さないでください。 

1 パソコンの電源を切つて、 CD / DVD ドライブをマルチメディアポケットの中に入れる。 

(今を『取扱説明書操作マニュアル』「マルチメディアポケット」） 

2 パソコンの電源を入れて、 [ Panasonic ] 起動画面び表示されている間に、 F 2 または Del を 
数回押す。 

セットアップユーティリティび起動します。 

• パスワード入力画面び表ちされた 5、 スーパーバイザーパスワードを入力してください。 

3 セットアップユーティリティのずべての項目をメモし、@を押す。 

確認メッセージで「はい」を選び、 巧巧瓦^ を巧して<ださい。 

4 HO を押す。 

確認メッセージで「はい」を選び、 巧田品^ を巧して<ださい。 

パソコンび再起動しまず。 

5 [ Panasonic ] 起動画面び表示されている間に、をまたは g 亞を数回巧す。 

セットアップユーティリティび起動します。 

• パスワード入力画面び表ちされた 5、 スーパーバイザーパスワードを入力してください。 

6 「終了」メニューを選び、「デバイスを指定して起動」の中の 「TEAC DV - WXXX 」 を選ぶ。 

7 プ□ダクトリカバリー DVD - ROM を CD / DVD ドライブにセットする。 

8 Enter を巧す。 

確認メッセージび表をされた 5 「はい」を選び、 巧再^ を巧して<ださい。 

パソコンび再起動しまず。 

9 [ Windows を再インス I ルする。]をクリックして選び、[巧へ]をクリックする。 

「使用許諾契約書」の画面び表ちされまず。 

10 [はい、上記の条文に同意しまず。処理を続けまず。 ] をクリックして選び、[巧へ]をクリッ 
クする。 

11 再インストールの方法を選ぶ。 

再インス!ルには、次の2つの方法びありまず。 

[山八ードディスク全体を工場出荷状態に戻す] 

システム領域と OS 用領域の2つのパーティションび作成されます。 


上雷お使いいただくために 
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再インストールする 


[[2] System 用と 0 S 用くーティシヨンに再インス I -- ルする]’ 1 

0 S 用の領域を2つじ Lb の/ ^’ーティシヨンに分割して使用している場合に選んでください。^’ーティシヨンの構 
成を変更しないで再インス I ルをずることびできます。パーティシヨンの分割方法については、今12ぺージ 
r ; 、’ーティシヨンを変更する」 

システム領域と 0 S 用領域に Windows を再インストールでさない状態の場合、 [2] System 用と OS 用パーティシヨンに再 
インス I ルする]の項目はま示されません。 

12 確認のメッセージび表示された5、[はい]をクリックする。 

再インス I ルび始まります（約30〜60分かかりまず）。 

• 再インス!ルの途中で電源を切るなどして、再インス!ルを中止しないでください。 Windows び起動し 
なくなったり、データび消失して再インス I ルを実行でさなくなったりするおそれびありまず。 

13 終了のメッセージが表示された5プ□ダクトリカバリー DVD - ROM を取り出し、 [ OK ] をク 
リックして電源を切る。 

14パソコンの電源を入れる。 

• パスワード入力画面び表ちされた5、スーパーバイザーパスワードを入力してください。 

15 「はじめて使うとき」の操作（410ぺージ）を実行する。 

16セットアップユーティリティを起動し、必要に応じて設定を変更する。 

17 インターネットに接続できる場合は、@ (スタート）-[すべてのプ□グラム ]- [Windows 
Update ] をクリックし 、 Windows Update を行う。 

1 パソコンの電源を切って、 CD / DVD ドライブをマルチメディアポケットの中に入れる。 

(今を『取扱説明書操作マニュアル』「マルチメディアポケット」） 

2 パソコンの電源を入れて、 [ Panasonic ] 起動画面び表示されている間に、 ¥2 または Del を 
数回巧ず。 

セットアップユーティリティび起動します。 

• パスワード入力画面び表ちされた5、スーパーバイザーパスワードを入力してください。 

3 セットアップユーティリティのすべての項目をメモし、酉を巧す。 

確認メッセージで「はい」を選び、 巧巧品^ を巧して<ださい。 

4 HO を巧す。 

確認メッセージで「はい」を選び、 巧巧品^ を巧して<ださい。 

パソコンび再起動しまず。 

5 [ Panasonic ] 起動画面び表示されている間に、 ¥2 または B 巧を数回押す〇 

セットアップユーティリティび起動します。 

• パスワード入力画面び表をされた5、スーパーバイザーパスワードを入力してください。 

6 「終了」メニューを選び、「デバイスを指定して起動」の中の 「TEAC DV - WXXX 」 を選ぶ。 

7 プ□ダクトリカバリー DVD - ROM を CD / DVD ドライブにセットずる。 

8 Enter を巧す。 

確認メッセージび表をされた5「はい」を選び、 巧巧品^ を巧して<ださい。 

パソコンび再起動しまず。 

9 1 を押して、「1.[リカバリー]」を実行する。 

「使用許諾契約書」を画面び表示されまず。 

• 中止する場合は 0 (ゼロ）を巧してください。 

10 1 を巧して、「1.はい、上記の条文に同意しまず。処理を続けまず。」を選ぶ。 


上手にお使いいただ<ために 
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11 設定を選択する。 

• [2]: 0 S 用パーティシヨンのサイズを入力し、 Enter を巧す。 

(データ用くーティシヨンのサイズは、最大値か 50 S 用くーティシヨ ンのサイ ズを弓 I いてミ夫定されま 
す。） 

间：最初のパーティシヨンに Windows びインス!ルされます。 

(最初のパーティシヨンのサイズは、 SOGBULh 必要でず。サイズびルさいと再インストールでさませ 
ん。） _ 

確認メッセージで Y を巧してください。 

再インス I ルび自動的に始まります（約30〜75分かかります）。 

• パソコンの電源を切ったり、@百+呈 H + gg を巧したりして、再インス!ルを中止しないでくださ 
し、 Windows び起動しなくなったり、データび消失して再インストールでさなくなったりするおそれびあ 
りまず。 

12 プ□ダクトリカバリー DVD - ROM を取り出し、いずれかのキーを押してパソコンの電源を切る。 

• パソコンにメッセージび出てさた場合は、必要に応じてそのメッセージに従ってください。 

13 パソコンの電源を入れる。 

• パスワード入力画面び表ちされた5、スーパーバイザーパスワードを入力してください。 

14 r はじめて使うとき」の操作（今10ぺージ）を実行する。 

15セットアップユーティリティを起動し、必要に応じて設定を変える。 


上手にお使いいただくために 
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困ったとをの Q&A 


トラブルび発生した場合は、下記の方法をお試しください。『取扱説明書操作マニュアル』でちさ5に詳しい内容を 
紹介しています。ソフトウェアに関する問題については、各ソフトウェアの取扱説明書をご覧ください。それでら解 
ミ夫しない場合は、ご相談窓□にご相談ください（今30ページ)。 

PC 情報ビューアーを使ラと、パソコンの使用状態を確認ずることびでさまず。（今を『取扱説明書操作マニュア 
ル』「困ったとさの Q&A (詳細編)」の「パソコンの使用状態を確認する」）。 

■ 電源を入れたとさ 


起動でさない。 

電源状態表示ランプまたは 
バッテリー状態表示ランプ 
ぴ点灯しない。 

• AC アダプターを接続してください。 

• 満充電されたバッテリーパックを取り付けてください。 

• バッテリーパックと AC アダプターをいったん取りがし、取り付け直してくださ 
い。 

• USB 機器を接続している場合は、機器を取りかすか、セットアップユーティリ 
ティの「詳細」メニューで rusB ポート」または「レガシ ー USB 」 を r 無効」に 
設定してください。 

• エクスプレスカード経由で機器を接続している場合は、機器を取りかずか、セッ 
トアップユーティリティの「詳細」メニューで 「 ExpressCard ス□ット」を r 無 
効」に設定してください。 

電源は入っているび、 
rWarming up the system 

Ojp to 30 minutes )」 び表示 
される。 

• 低温時に八ードディスクの誤動作を防ぐために予熱を行っていまず。起動ずるまで 
お待ちください（最長30分)。八ードディスクび正常に動作する温度にな5なかっ 
た場合は 、 「Cannot warm up the system 」 と表ちされ、パソコンび起動しません。 
その場合はパソコンの電源を切り、5 ° C 〜35 ° C の温度環境に約1時間置さ、その 
後電源を入れて < ださい。 

パソコンび起動しない。 
パソコンびスリープ 
f ■川ししし1り!:^崖）/ス々ソバ 

ィ （ ■り JLf • ) か*1 J 

ジュームしない。 

(電源:!犬態表示ランプび短い 
間隔で緑色点滅ずる。） 

• パソコンの電源を切り、5 ° C 〜35 ° C の温度環境に約1時間置き、その後電源を入 
れて < ださい。 

RAM モジュールを装着また 
は交換した後、電源は入って 
いるび画面に何も表示されな 
い。 

• パソコンの電源を切って RAM モジュールを取りかし、仕様に合ったちのか確認し 
てください。仕様に合ったちのの場合は、装着し直してください。 

電源げ態表示ランプび点なず 
るのに時間びかかる。 

• AC アダプターを接続していない状態で、バッテリーパックを装着した直後にパソ 
コンの電源を入れると、電源を入れてか5電源状態表ちランプび点打ずるまでに 
約5秒かかる場合びありまず。これはパソコンびバッテリーの残量を確認してい 
るためで、故障ではありません。 

パスワードを忘れた。 

• スーパーバイザーパスワードまたはユーザーパスワードを忘れたとさ：ご相談窓 
□にご相談ください（今30ぺージ)。 

• コンピューターの管理者のパスワードを忘れたとを： 

-パスワードリセットディスクびある場合は、管理ちパスワードをリセットできま 
す。ディスクをセットし、適当なパスワードを入力してパスワード入カエラーの 
画面を表ちさせてください。その後、画面の指おに従って、新しいパスワードを 
設定してください。 

•パスワードリセットディスクびない場合は、再インス!ルし（今17ぺージ)、 
Windows をセットアップして、新しいパスワードを設定してください。 

じ-;;-をまたはパスヮ- 
ドが正しくありません」と 
表示され、 Windows に□グ 
オンでさない。 

• ユーザー名に「@」び使用されています。 

別のユーザーアカウントびある場合： 

別のユーザーアカウントで Windows に□グオンし、「@」を含むユーザーアカウ 
ントを削除してください。その後、新しいユーザーアカウントを作成してくださ 
し)。 

別のユーザーアカウントびない場合： 

再インストールび必要でず。（今17ぺージ） 
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■ 電源を入れたとさ 


「 Remove disks or other 
media . Press any key to 
restart 」 または同様のメッ 
セージび表示される。 

• システムを起動でさないフ□ッピーディスクびセットされていまず。フ□ッピ ー 
ディスクを取0出し、いずれかのキーを巧して< ださい。 

• USB 機器を接続している場合は、機器を取り外すか、セットアップユーティリ 
ティの「詳細」メニューで rusB ポート」または「レガシ ー USB 」 を r 無効」に 
設定して < ださい。 

• エクスプレスカード経由で機器を接続している場合は、機器を取り外ずか、セッ 
トアップユーティリティの「詳細」メニューでに xpressCard ス□ット」を r 無 
効」に設定してください。 

• 上記を行っても解ミ夫しない場合は、八ードディスクに何5かの問題び発生してい 
ることび考え5れます。ご相談窓□にご相談ください（今30ぺージ)。 

Windows の起動および動作 
が遅い。 

• セットアップユーティリティで FS を巧して（今を『取扱説明書操作マニュア 
ル』「セットアップユーティリティ」）、設定（パスワード設定を除く）を工場出荷 
時の設定に戻してください。再度セットアップユーティリティを起動し、各種設定 
をしてください。（動作速度は、使用するアプリケーションソフトに依存ずること 
もあり、この操作により必ず速くなるわけではありません。） 

• お買い上げ後にインス!ルした常駐ソフトウェアびある場合は、そのソフト 
ウェアの常駐を解除してください。 

参—山 W 化 J ) 

下記の操作で、インデックスヴービスを無効にしてください。 

[スタート]-[検索]-[設定を変更する]-[インデックスサービスを使わない]をク 
リックする。 

曰付と時刻び正しくない。 

• 下記の操作で正しい日付と時刻を設定してください。 

■りん I •しり ‘ IAA 

@(スタート）-[コント□-ルパネル]-[時計、言語、および地域]-旧付と時刻]をク 
リックする。 

■り J "J RfflUy • 

[スター[コント□-ルパネル]-[日付、時刻、地域と言語のオプション]-[日付 
と時刻]をクリックする。 

• 解ミ夫しない場合は、データ保持用の内蔵ク□ックバッテリーの交換び必要になる 
可能性びありまず。ご相談窓□にご相談ください（今30ぺージ)。 

• LAN に接続している場合は、ヴーパ'-の日付と時間を確認してください。 

• 本機では、西暦2100年 L ソ降は日付と時刻び正しく認識されません。 

[バッテリー巧量表示補正 
ユーティリティ]画面が表 
巧される。 

• バッテリー残量表お補正を実行したとさ、 Windows び正しい手順で終了しなかっ 
たため補正び中断されました。補正を中止し、 Windows を起動するには、パソコ 
ンの電源をいったん切り、再度電源を入れて<ださい。 

スリープ（星りし化り, liA 扇）/ス 
タノバイ/ 

化止状態か5リジュームしたとを、 
[パスワードを入力してください] 

び表示されない。 

• リジュームの際は、セットアップユーティリティで設定したパスワードは要求さ 

れません。リジューム時のセキュリティには、 Windows のパスワードをお使いく 

ださい。 

① ® (スタート）-[コント□-ルパネル]-[ユーザーアカウントと家族のための安 
全設定]-[ユーザーアカウントの追加または削除]をクリックして、変更するア 
カウントをクリックし、パスワードを設定する。 

感 @(スタート）-[コント□-ルパネル]-[システムとセキュリティ]-[電源オプ 
ション]-[スリープ解除時のパスワード保護]をクリックし、[パスワードを必要 
とする]にチェックマークを付ける。 

■V" ■ぃぃ IV/cW., 

① [スタート]-[コント□ールパネル]-[ユーザーアカウント]をク U ックして、変 
要するアカウントをクリックし、パスワードを設定する。 

② [スタート]-[コント□-ルパネル]-[パフオーマンスとメンテナンス]-[電源オプ 
ション]-[詳細設定]をクリックし、[スタンバイか5回復ずるときにパスワード 
の入力をホめる]にチェックマークを付ける。 


困つたとさは 
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困ったとさの Q&A 


■ 電源を入れたとさ 


U ジュームでさない。 

• スクリーンセーバーの表示中に自動的にスタンバイまたは休止状態に入ると、エラー 
び起こる場合があります。 その場合は、 スクリーンセーバーをオフにするか、別のスク 
リーンセーバーに変更してください。 

その他の起動時のトラブル 

• セットアップユーティリティで F 5 を巧して（今巧『取扱説明書操作マニュア 
ル』「セットアップユーティリティ」）、設定（パスワード設定を除く）を工場出荷 
時の設定に戻してください。再度セットアップユーティリティを起動し、各種設定 
をして < ださい。 

• 周辺機器をずベて取りがして<ださい。 

• ディスクのエラーをチェックしてください。 

— i りしり•り‘ IIA A 

① か部ディスプレイを含むすべての周辺機器を取りかす。 

② ® (スタート）-[コンピューター]をクリックし、[□-カルディスク（じ） ] を 
ちクリックして、[プ□パティ]をクリックする。 

③ [ツール]-[チェックする]をクリックする。 

• 標準ユーザーは管理ちのユーザーアカウントの Windows パスワードを入力し 
ます。 

④ [チェックディスクのオプション]で項目にチェックマークを付け、[開始]をク 

U ックずる。 

⑤ [ディスク検査のスケジュール]をクリックし、パソコンを再起動させる。 

■L リ怖 KffllSy • 

① [スター[マイコンピュータ]をクリックし、[□-カルディスク （ C :)] をち 
クリックして、[プ□パティ]をクリックする。 

② [ツール]-[チェックする]をクリックする。 

③ [チェックディスクのオプション]で項目にチェックマークを付け、[開始]をク 

U ックずる。 

• 下記の方法で、パソコンをセーフモードで起動し、エラーの内容を確認してくだ 
さい。起動時、 [ Panasonic ] 起動画面び消えたとき’ 1 に、 F 否を巧し続け、 

「 Windows 拡張オプションメニュ ー 」び表おされた5指を離ず。 

‘1セットアップユーティリティの「セキュリティ」メニューで「起動時のパスワー 
ド」を「有効」に設定している場合、 [ Panasonic ] 起動画面が;肖えた後「パスワー 
ドを入力してください。」び表おされます。パスワードを入力し、 Enter を巧して 
すぐに E 5 を巧し続けてください。 


■ パスワード入力 


[パスワードを入力してくだ 
さい]の画面で、 ビープ 音 
が鳴ってパスワードが入力 
でさない。 

• NumLk ランプのの点な中は、キーボードびテンキーモードになっていまず。 
NumLk を巧して解除してください。 

パスワードを入力しても再 
度入力をホめ5れる。 

• NumLk ランプのの点打中は、キーボードびテンキーモードになっていまず。 
NumLk を巧して解除してください。 

• Caps Lock ランプ国の点灯中は、キーボードび大文字入カモードになっています。 
Shift + Caps Lock を巧して解除してください。 


■ 終了時 


Windows を終了できない。 

• USB 機器とエクスプレスカードを取りかしてください。 

• 1〜2分お待ちください。故障ではありません。 

スクリーンセーパー起動中 
にスリープ状態に入れない。 

• 電源スイッチを4秒 L ソ上巧し続けてください（保存していないデータは失われま 
ず)。その後、スクリーンセーパ'-を無効にしてください。 


困つたとさは 
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■ ディスプレイ 


画面に何ち表のされない。 

• 外部ディスプレイび選択されています。円 i + FS を巧して、画面を切り替えてくだ 
さい。続けて Fn + F 3 を巧ず場合は、画面の表术先び完全に切り替わるまでお待 
ち < ださい。 

• か部ディスプレイ使用時は、 

-ケーブルの接続を確認してください。 

-か部ディスプレイの電源を入れて<ださい。 

-か部ディスプレイの設定を確認して<ださい。 

• 省電力機能によって、ディスプレイの電源び切れています。リジュームずるには、 
選択に使ラキーは巧さず、 Ctrl などのキーを巧してください。 

• 省電力機能 L よって、パソコンびスリープ(•‘り1 ムレ陽 ■) /スタンバイ 

( IWfflPWny ： ■’い化止が能1し入りました。リジュームずる Id ま、電源スイッチを 
巧して < ださい。 

画面か暗い。 

• AC アダプターび接続されていないと画面び日音くなります。 Fn + F 2 を巧して、輝度 
を調整してください。ただし、輝度を上げるとバッテリーの消耗が早くなります。 

AC アダプターを接続しているとさと接続していないとさの輝度は、別々に保巧されま 
す。 

画面か乱れる。 

• 解像度や色数を変更すると画面び乱れることびあります。パソコンを再起動してくだ 
さい。 

• 本機の動作中に外部 X ィスプレイの取り付け/取り外しを行ラと画面び乱れることが 
あります。パソコンを再起動してください。 

• パソコンをリジュームしたとさに画面び乱れることびあります。パソコンを再起動し 
て < ださい。 

外部ディスプレイが正しく 
動作しない。 

• 外部ディスプレイが省電力機能に対応していない場合、パソコンが省電カモードに入る 
と正しく動作しなくなることがあります。列部ディスプレイの電源を切ってください。 

DVD やビデオ CD び正しく 
表示されない。 

• Windows Media Player で再生してみてください。 

• LU 下の URL を参照して WinDVD をアップデートしてください。 
http :// askpc - panasonic . co . Jp / s / download / index.html 

Windows Media Player の画 

面び乱れる。 

• Windows Media Player で再生中に画面をいったんオフにして、再度オンにすると、画面 
が乱れる場合があります 。 Windows Media Player を再起動してください。 


■ フラットパッド 


力ーソルが動かない。 

• 外部マウスを使用している場合は、正しく接続し直してください。 

• キーボードを操作して、パソコンを再起動してください。 

■li り III •しり ‘ IAA 

© を巧し、今を 2 回巧し、个を巧して巧起動 1 を選び、 Enter を巧してください。 

■L リ IW • 

巧、 U 、 R を巧して、[再起動]を選択してください。 

• キーボードで操作でさない場合は、 r 応答びない。」（今 24 ページ）をご覧くださ 
し)。 

フラットパッドを使って入 
力でさない。 

• セットアップユーテイリテイの[メイン]メニューで[フラットパッド]を[有効]に 
設定して < ださい。 

• マウスのドライバーによつては、フラットパッドび使えないことびあります。マウ 
スの取巧説明書でご確認< ださい。 


困 

二) 

た 

と 

さ 
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困ったとさの Q&A 


■ 取扱説明書操作マニュアル 


取扱説明書操作マニュアル 
が表示されない。 

• Adobe Reader をインストールしてください。 

■り化 1 J A 

①管理ちのユーザーアカウントで Windows に□グオンする。 

@@(スタート）をクリックし、[プ□グラムとファイルの検索]に 
rc :¥ util ¥ reader ¥ setup . exe 」 と入力して、 Enter を押す。 

画面の指ちに従って操作して<ださい。 

③ Adobe Reader を最新バージョンにアップデートする。 

パソコンびインターネットに接続されている場合は 、 Adobe Reader を起動し、 
[ヘルプ]-[アップデートの有無をチェック]をクリックずる。 

LU 降、画面の指示に従ってアップデートを行って<ださい。 

①コンピューターの管理ちの権限で Windows に□グオンする。 

③[スタート]-[ファイル名を指定して実行]をクリックし、 

r c :¥ util ¥ reader ¥ setup . exej と入力して、 [0 K ] をクリックする。 

画面の指ちに従って操作して<ださい。 

③ Adobe Reader を最新パ'—ジョンにアップデートずる。 

パソコンびインターネットに接続されている場合は 、 Adobe Reader を起動し、 
[ヘルプ]-[アップデートの有無をチェック]をクリックずる。 

画面の指示に従って操作して<ださい。 

■ その他 

応答がない。 

• Ctrl+Shifl+Esc を巧してタスクマネージヤを起動し、応答のないアプリケー 
シヨンソフトを終了してください。 

• 入力待ち画面（起動時のパスワード入力画面など）び別のウインドウで隠れてい 
ませんか？ Alt+Tab を巧して確認してください。 

• 電源スイッチを 4 秒 m 上巧し続けて電源を切つた後、再度電源スイッチを巧して 
電源を入れてください。アプリケーシヨンソフトび正しく動作しない場合は、下記 
の操作でそのソフトをアンインス 1 ルし、再度インス 1 ルしてください。 

曾(スター ト）-[コント□-ルパネル]- [ プ□グラムのアンインス 1 ル]をク 
リックする。 

[スタート]-[コント□-ルパネル]-[プ□グラムの追加と削除]をクリックする。 


困つたとさは 
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ソフトウェア使用許諾書 


第1条 権利 

お客さまは、本ソフトウェア（コンピューター本体に内蔵の八ードディスク、付属のマニュアルや 
CD - ROM などに記録または記載された情報のことをいいます）の使用権を得ることはできますび、著作 
権びお客さまに移転するちのではありません。 

第2を 第二ちの使用 

お客さまは、有償あるいは無償を問わず、本ソフトウェアおよびコピーしたちのを第云ちに譲渡あるい 
は使用させることはでさません。 

第3条 コピーの制限 

本ソフトウェアのコピーは、保管（バックアップ）の目的のためだけに限定されまず。 

第4条 イず用コ、/ピュー々一 

本ソフトウェアは、本コンピュータ ー1 台での使用とし、他のコンピューターで使用することはでさま 
せん。 

第5条 解析、変更または改造 

本ソフトウェアの解析、変更または改造などを行わないでください。お客さまの解析、変更または改造 
により、万一何5かの欠陥またはお客さまに対する損害び生じたとしてち鮮社および販売店などは一切 
の保証-責任を負いません。 

第 6 を マ-7々ーヴート''ス 

お客さまび使用中、本ソフトウェアに不具合び発生した場合、弊社窓□まで電話または文書でお問い合 
わせくだされば、お問い合わせの不具合に関して、鮮社び知り得た内容の誤り（バグ）や使用方法の改 
良など必要な情報をお知5せいたします。 

第7ち 巧害 

本ソフトウェアに関する鮮社および販売店などの責任は、上記第6条に限りまず。本ソフトウェアのご 
使用にあたり生じたお客さまの損害および第 H 者か5のお客さまに巧する請求については、鮮社および 
販売店などに故意または重過失びない限り、鮮社および販売店などはその責任を負いません。 

第8ち 合写管越 

本ソフトウェアの使用に関して、訴訟の必要び生じた場合、お客さまおよび鮮社は製社の本社所在地を 
管轄する裁判所に巧してのみ訴えを提起することびでさるちのとします。 

第9菜 準拠法 

本ソフトウェアの使用はあ5ゆる面において曰本国の法律にま配され、かつそれに従って解釈されるち 
のとします。 

第10菜 輸出管理 

お客さまび、本ソフトウエアを曰本国がに持ち出される場合、国内がの輸出管理に関連する法規を順守 
して < ださい。 



U . S . GOVERNMENT RESTRICTED RIGHTS : 

The software and documentation are commercial items as that terms is defined at 48 C . F . R . 2.101, consistina of 
"commercial computer software and "commercial computer software documentation " as such terms are used in 48 
C . F . R . 12.212 Consistent with 48 C . F . R . 12.212 and 48 C . F . R . 227.720 2 -I through 227. 7202-4, all U . S . Government 
and users acquire the software and documentation with only those rights set forth herein . 

Manufacture is identified in the copyright statement on the software . 
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仕様 fg 本国内専用1 

本製品（付属品を含む）は日本国内仕様です。 


■ 本体仕様 


機種名 

CF-52MW1ADS/CF-52MW1APS 

CPU/ 2 次キャッシュメモ U — 

インテル ® Core i5-540M 

動作周波数 2.5 GHz 、 インテル ® スマートキャッシュ 3 MB‘1 

チップセット 

モバイルインテル ® QM57 Express チップセット 

ビデオコント□ーラー 

ATI Mobility Radeon™ HD 5650 

メインメモ U-‘1‘2 

標準 2 畑慮大 4 畑 ）’3 

ビデオメモリー ‘ 1 

• り " ん F • り ‘1 A A 

ビデオ専用メモ U 512 MB ( 最大ビデオメモ U サイズ 1423/1915 MB ( メモ U— 増設時 )）‘ 4 

星り J Rf. L り ‘1 

ビデオ専用メモ U 512 MB ( 最大ビデオメモ U サイズ 1024 MB) ‘ 4 

八ードディスクドライブ ‘5 

250 GB 

CD/DVD ドライブ 

DVD MULTI ドライブ 

連続デー 
夕転送速 
度 *6 

読み込み ‘ 7 

DVD-RAM: 最大日倍速、 DVD-R: 最大 8 倍速、 DVD-R DL: 最大 6 倍速、 DVD-RVV: 最大 8 倍 
速、 DVD-ROM: 最大 8 倍速、 +R: 最大 8 倍速 、 +R DL: 最大 6 倍速、 +RW: 最大 8 倍速 、 High 
Speed +RW: 最大 8 倍速、 CD-ROM : 最大 24 倍速、 CD-R: 最大 24 倍速、 CD-RW: 最大 24 倍 
速、 High-Speed CD-RW: 最大 24 倍速、 Ultra-Speed CD-RW: 最大 24 倍速 

書さ込み ‘ 8 

DVD-RAM: 最大日倍速、 DVD-R: 最大 8 倍速、 DVD-R DL: 最大 4 倍速、 DVD-RVV: 最大 6 倍 
速、 +R: 最大 8 倍速 、 +R DL: 最大 4 倍速、 +RW: 最大 4 倍速 、 High Speed +RW: 最大 8 倍速、 
CD-R: 最大 24 倍速、 CD-RW: 4 倍速、 Hiah-Speed CD-RW: 10 倍速、 Ultra-Speed CD-RW : 最 
大 24 倍速 

対応ディ 
スクおよ 
び対応 
フオー 
マット* 5 

読み込み 

DVD-ROM (4.7 GB 、 8.5 GB 、 9.4 GB、 17 GB) 、 DVD-Video 、 DVD-R (1.4 GB, 3.95 GB, 

4.7 GB) 、 DVD-R DL (8.5 GB) 、 DVD-RW*^ (1.4 GB. 2.8 GB 、 4.7 GB 、 9.4 GB) 、 DVD-RAM * 化 
(1.4 GB. 2.8 GB. 4.7 GB 、 9.4 GB), +R (4.7 GB)、+R DL (8.5 GB)、+RW (4.7 GB)、High 
Speed +RW (4.7 GB) 、 CD-Audio 、 CD-ROM 、 CD-R, Photo CD、Video CD 、 CD-RW 、 High-Speed 
CD-RW 、 Ultra-Speed CD-RW、CD TEXT 、 CD-EXTRA 

書を込み 

DVD-R (1.4 GB 、 4.7 GB for General) 、 DVD-R DL (8.5 GB )、 

DVD-RW*9 (1.4GB 、 2.8 GB 、 4.7 GB 、 9.4 GB) 、 DVD-RAM* ぅ ^ (1.4 GB 、 2.8 GB 、 4.7 GB 、 

9.4 GB)、+R (4.7 GB)、+R DL (8.5 GB)、+RW (4.7 GB)、High Speed +RW (4.7 GB) 、 CD-R 、 
CD-RW 、 High-Speed CD-RW 、 Ultra-Speed CD-RW 

表示ち式 

15.4 型 TFT カラー液晶 (WUXGA) 

内部 LCD ‘" 

65536 色 / 約 16 口万色 （800 X 600 ドット /1024 X 768 ドット /1280 X 768 ドット / 
1600 X 1200 ドット / 1680 X 1050 ドット / 1920 X 1080 ドット / 1920 X 1200 ドット） 

外部ディスプレイ ‘ U 

65536色/約1677万色 （800 X 600ドット/ 1024 X 768ドット/ 1280 X 768ドット/ 1600 X 1200 
ドット/1920 X1080ドット/1920 X1200ドット） 

無線 LAN 

Intel® Centrino® Advanced-N 6200 ( 今 27 ぺージ） 

Bluetooth 

今 28 ぺージ 

LAN 

10BASE-T / 100BASE-TX / 1000 BASE-T 

モデム 

データ： 56kbps (V.90) FAX : 14.4 kbps 

サウンド機能 

PCM 音源 （ 24 ビットステレオ）、インテル ® High Definition Audio 準拠、ステレオスピーカー 

セキュ U テイチップ 

TPM (TCG V1'2 準拠 ）*13 

力ード 

PC 力ード 

Type I または Type II X 1 (許容電流 3.3 V : 400 mA, 5 V: 400 mA) 

ス□ット 

エクスプレスカード 

エクスプレスカード /34 またはエクスプレスカード /54 X 1 


SD メモ U- 力ード ‘14 

X 1( 普作権保畫技術対応） 

メモ U -スロット 

x2 (DDR3 SDRAM 、 204 ピン、 1.5 V, SO-DIMM 、 PC3-8500) *4 
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■ 本体仕様 


機種名 

CF-52MW1ADS/CF-52MW1APS 

インターフェース 

USB ポート （Universal Serial Bus 2.0 準拠、 4 ピン） x4 、 シ U アルポート （ RS232C D-sub 9 
ピン） x1 、 モデムコネクター （ RJ-11)x1 、 LAN コネクター (RJ-45) x1 、 外部ディスプレ 
イコネクター（アナ □ グ VGA ミニ D-sub 15 ピン） X 1 、お張バスコネクター（ 100 ピン ） x 

1 、 IEEE1394a コネクター （ 4 ピン） x1 、 マイク入力端子（ステレオミニジャック M3 ( コン 
デンサーマイクを使用のこと）） X1 、 才ーディオ出力端子（ステレオミニジャック M3 、イン 
ピーダンス 32 化出力 4 mW X 2) X 1 

キーボード/ポインティングデバイス 

OADG 準挪、 Windows キーボード （ 88 キ ー） /フラットパッド 

指紋センサー ‘ W 

読み取りサイズ : 248 X 4 ピクセル、画像サイズ： 248 X 360 ピクセル解像度： 508 D 円 

電源 

AC アダプターまたはバッテリーパック 

AC アダプター ‘ W 

入力 ： AC 100V 〜240 V、50 Hz/60 Hz 、 出力 ： DC 15.6 V 、 7.05 A 、 電源コード ： 100 V 巧 
応 

バッテ U —パック 

11.1 V ti-ion) 、 7.8 Ah 

駆動時間 

約 4 時間 ‘" 

充電時間 ' 1 8 

約 4 時間 

消費電力 / ェネルギー消費効率 ' 1 9 

最大約 110 W*20 / 20 07 年度基準 I 区分 0.00028 

( 社）電子情報技術産業協会情報処理機器高調波電流抑制対策実行計画書に基づ<定格入力電 
力値： 66 W 23-J-1-1 

が形寸法（幅 X 奥行さ X 高さ） 

355.7 mm X 286.3 mm X 50.7 - 51 .9 mm 

質量 

約 3.4 kg 

使用環境条件 

温度： 5 °C ~ 35 °C 

湿度： 30% 〜 80% RH ( 結露なきこと） 

保管環境条件 

温度 ：-20 °C 〜60 °C 

湿度： 30% 〜 90% RH ( 結露なきこと） 

OS 

WJJLIJclUicftA 

Windows® 7 Professional 正規版 
■li り 

Microsoft® Windows® XP Professional Service Pack 3 正規版 （NTFS ファイルシステム） 

導入済みソフトウェア 

Adobe Reader 、 PC 情報ビューアー、ズームビューア ー、 無線切り替えユーティリティ、 
Bluetooth™ Stack for Windows ⑩ by TOSHIBA 、 Hotkey 設定、バッテリー残 量 表示補正ユーティ 
リテイ 、 Infineon TPM Professional Package*2i、Protector Suite QL*i ち、 WinDVD™ 8 (OEM 
版 )、 Roxio Creator PC 情報ポップアップ 

■ 川しり，り 

ネットセレクター 2 

■川 m 

ネットセレクター 、 Media Player 10 、フォントサイズお大ユーティ U ティ、無線接続無効 
ユーティ U ティ ’21 

Aptio セットアップユーティ U ティ、 A- ドディスクデータ消去ユーティ U ティ ’22 、 PC- 
Diagnostic ユー了 イ U 了 イ 


■ 織泉 LAN 


データ転送速度（規格値 ）' 2 3 

IEEE 802.1 1a (Mbps) : 54/48/36/24/18/12/9/6 

IEEE 802.1 1b (Mbps) : 11/5.5/2/1 

IEEE 802.1 1g (Mbps) : 54/48/36/24/18/12/9/6 

IEEE 802.1 1n (Mbps) 

20 MHz 日寺： 6.5/13/19.5/26/39 巧 2/58.5/65/78/104/117/130 

20 MHz、Short Gl 有効時： 7.2/14.4/21.7/28.9/43.3/57.8/65/72.2/86.7/115.6/130/144.4 

40 MHz 日寺： 13.5/27/40.5/54/81/108/121.5/135/162/216/243/270 

40 MHz、Short Gl 有効時： 15/30/45/60/90/120/135/150/157.5/180/240/270/300 

準拠規格 

ARIB STD-T66/AR 旧 STD-T71 

IEEE 802.1 1a ( W52/W53/W56 ) 、 IEEE 802.11 b 、 IEEE 802.11 g 、 

IEEE 802.1 1n 

伝送ち式 

OFDM 方式、 DSSS 方式 

有効距離 ' 2 4 

IEEE 802.11 a/n : 見通し約 30 m 

IEEE 802.11 b/g/n : 見通し約 50 m ( アクセスポイントとの通信時） 








































仕様 [ 日本国内専用 I 


■ 無線 LAN 


使用無線チャンネル 

インフラストラクチャ通信モード： 

IEEE 802.11 a/n : 36/40/44/48チヤンネル ( W 52) 

52/56/60/64チャンネル （ W 53) 

100/104/108/112/116/120/124/ 

128/132/136/140チャンネル （ VV 56) 

IEEE 802.11 b / g/n :1—13チャンネル 
ad hoc 通信モート： 

IEEE 802.11 b/g :1〜11チャンネル 

RF 周波数帯域 

2.4 GHz 帯域 （2.4 GHz 〜2.4835 GHz ) 

5 GHz 帯域 （5.15 GHz 〜 5.35 GHz 、5.47 GHz 〜5.725 GHz) つ5 


■ Bluetooth™ 


Bluetooth J (—ジ ヨン 

2.1 + EDR 

出カクラス 

クラス1 

伝送方式 

FHSS 方式 

使用無線チャンネル 

1〜79チヤンネル 

RF 周波数帯域 

2.402 GHz 〜 2.48 GHz 


*1 1 MB =1,048,576バイト /1 GB =1,073,741,824バイト 

っメモリーは4 GB まで増設することができますが、システム構成によっては、使用可能メモリーの合計はそれより少なくなります。 
‘3 メモ U - ス□ット （1) に2048 MB の RAM モジュールを装着済み。 

‘ 4 パソコンの動作状況により、メインメモ U — の一部が自動的に割り当て S れます。サイズを設定しておくことはできません。 

‘51 GB =1,000,000,000バイト。 0 S または一部のアプ U ケーシヨンソフトでは、これよりもルさな数値で GB 表示される場合が 
あります。 

ディスクユーティ U ティなど使用時は NTFS 対応のちのをご使用ください。 

‘ 6 データ 転送速度は当社測定値。 DVD の1倍速の転送速度は1,350 KB / 秒。 CD の1倍速の転送速度は150 KB / 秒。 

‘ 7 偏重むのディスク（重むが中央にないディスク）を使用すると、振動が大きくなり速度が遅くなることがあります。 

‘ 8 使用するディスクによって、書さ込み速度が遅くなることがあります。 

‘ 9 DVD - RVVVer .1.0 には対応していません。 

‘ 1 〇 DVD - RAM は、力ート U ッジなしのディスクまたは力ート U ッジか5取り出せるディスク （ Type 2、 Type 4) のみ使用できます。 

グラフィックアクセラレーターのディヴ U ング機能を使用して約1677万色表示を実現しています。 

‘ 12 最大解像度はが部デイスプレイの仕様に応じて異なります。接続するが部デイスプレイによっては表示できない場合がありまず。 


‘ 13 TPM について詳しくは^『内蔵セキュ U ティチップ （ TPM ) ご利用の手引き』をご覽ください。 

(@(スタート）をク U ックし、[プ□グラムとファイルの検索]に rc :¥ 山 il ¥ drivers ¥ tpm ¥ README . pdf 」 と入力して、 Enter 
を巧す。） 



([スタート]-[ファイル名を指定して実行]をク U ックし、 「 c :¥ util ¥ drivers ¥ tpm ¥ README . pdf 」 と入力ずる。） 

‘ 14 容量32 GB までの当社製 SD メモ U - 力ードおよび SDHC メモ U — 力ードの動作を確認済み。 

すべての SD 機器との動作を保証するちのではありません。 

本機はマルチメディアカードには対応していません。マルチメディアカードは挿入しないでください。 

指紋センサー内蔵モデルのみ 

本製品は一般家庭用の電源コードを使用するため、 AC 100 V のコンセントに接続して使用してください。 （44 ページ） 20- J -1 
‘ 17 JEITA バッテリー動作時間測定法 （ Ver .1.0) による駆動時間。バッテ U — 駆動時間は、動作環境/システム設定により変動します。 
‘ 18 バッテ U — 充電時間は動作環境.システム設定により変動します。 

‘ 1 9エネルギー消'費効率とは、省エネ法で定める測定方法により測定された消'費電力を省エネまで定める複合 S 論性能で除したちのです。 
‘ 2 〇パソコンの電源が切れていて、バッテ U - が満充電や充電していないとさはパソコン本体で約 0.7 W の電力を消費します 。 AC 
アダプターをパソコン本体に接続していなくてち、電源コンセントに接続したままにしていると、 AC アダプター単体で最大 
0.15 W の電力を消費します。 


‘ 2 1使用するにはインストールが必要です。 

‘22 プ□ダク ト U カバ U — DVD - ROM が必要です。 


’の IEEE 802.11 a / b / g / n の理論上の最大値であり、実際のデータ転送速度をおすちのではありません。 

’ 24 有効距離は、電波環境、障害物、設置環境などの周囲条件や、アプ I 」ケーシヨンソフト、 OS などの使用条件によって異なります。 


な IEEE 802.1 1 a 準孤の無線 LAN は、無線通信に5 GHz 帯を使用しています。 IEEE 802.1 1 a (5.2 GHz /5.3 GHz 帯無線 LAN / VV 52、 
W 53) を使って屋外で通信を行ラことは、電波法で禁止されています。無線 LAN の電源がオンの状態で本機を屋外で使用する 
場合は、あ5かじめ IEEE 802.1 1 a を無効に設定しておいてください。 
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• 本機のモデムは下記の国または地域の規格に準拠しています。 

アイスランド、アイルランド、アメリカ、アラブ首長国連邦、アルゼンチン、アンドラ、イギリス、イスラエル、イタ 
リア、インド、インドネシア、ウクライナ、ウルグアイ、エクアドル、エストニア、エジプト、オーストラリア、才一 
ストリア、オランダ、カナダ、韓国、キプ□ス、ギリシャ、クウ王ート、ク□アチア、サウジアラビア、サンマリノ、 
シンガポール、スイス、スウ王ーデン、スペイン、スリランカ、ス□バキア、ス□ベニア、台湾、チェコ、チリ、中国、 
デンマーク、ドイツ、トルコ、曰本、ニュージーランド、ノルウ王一、パキスタン、バチカン市国、パラグアイ、バン 
ガリー、フィリピン、フィンランド、ブラジル、フランス、ブルガリア、ブルネイ、ペルー、ベルギー、ベネズエラ、 
ポーランド、ポルトガル、ホンジュラス、香港、マルタ、マレーシア、南アフリカ共和国、モナコ、モ□ッコ、ラトビ 
ア、リトアニア、リヒテンシュタイン、ルーマニア、ルクセンブルク、□シア （2010 年4月1曰現在） 

日本国内でお使いになる場合は、 L ソ下の手順で[国/地域]を[日本]に設定してください。（工場出荷時は日本に設 
定されていまず。） 

① @(スタート）-[コント□-ルパネル]-[インターネットへの接続]-[ダイヤルアップ]-[ダイヤル情報]をクリックする。 

② [国名/地域名]を[日本]に設定し、必要な情報を入力して [ OK ] をクリックする。 

⑤ [ OK ] をクリックずる。 

①[スタート]-[コント□-ルパネル]-[プ IJ ンタとその他の八ードウ ェア ]- [電話とモデムのオプション]をク IJ ックする。 

③ [ダイヤル情報]をクリックし、[編集]をクリックする。 

③[全概をクリックし、[国/地域]を[日本]に設定して [ OK ] をクリックずる。 


この装置は、クラス B 情報技術装置です。この装置は、家庭環境で使用ずることを目的としていまずび、この装置 
びラジオやテレビジョン受信機に近接して使用されると、受信障害を引さ起こずことびありまず。取扱説明書に 
従って正しい取り扱いをしてください。 


VCCI-B 2-J-2 


-本装置は、社団法人電子情報技術産業協会の定めたパーソナルコンピューターの瞬時電圧低下対策規格を満足 
しております。しかし、本規格の基準を上回る瞬時電圧低下に対しては、不都合び生じる場合びありまず。 
(社団法人電子情報技術産業協会のパーソナルコンピューターの瞬時電圧低下対策規格にきづく表ち） 3-J-1-1 

重要なお知 5 せ 

• お客さまの使用誤り、その他異常な条件下での使用により生じた損害、および本機の使用または使用不能か 5 生 
ずる付随的な損害について、当社は一切責任を負いません。 

• 本機は、医療機器、生命維持装置、航空交通管制機器、その他人命にかかわる機器/装置/システムでの使用を意図して 
おりません。本機をこれ 5 の機器/装置/システムなどに使用され生じた損害について、当社は一切責任を負いません。 
• 本機は、医療診断目的で画像を表示ずることを意図しておりません。 

• お客さままたは第云ちび本機の操作を誤ったとさ、静電気などのノイズの影響を受けたとさ、または故障/修理 
のときなどに、本機に記憶または保存されたデータなどび変化/消失するおそれびありまず。大切なデータおよ 
びソフトウエアをおわめトラブルか 5 守るために、今14〜16ぺージの内容にま意してください。 

^~ヨー□ッ/ 連合しソ外の国の廃棄処分に関する情報 

これ 5 の記号はヨー□ッパ連合内でのみ有効です。 

本製品を廃棄したい場合は、日本国内の法律等にな 


日本国内の法律等に従って廃棄処理をしてください。 


日本国内で無線 LAN / Bluetooth をお使いになる場合のお願い 

この機器の使用周波数帯では、電子レンジ等の産業-科学-医療用機器のほか工場の製造ライン等で使用されている移動 
体識別用の構内無線局（免許を要する無線局）および特定ル電力無線局（免許を要しない無線局）び運用されています。 

① この機器を使用ずる前に、近<で移動体識別用の構内無線局および特定ル電力無線局び運用されていないこ 
とを確認してください。 

② 万一、この機器か5移動体識別用の構内無線局に対して電波干渉の事例び発生した場合には、速やかに使用 
周波数を変更するか、または電波の発射を停止したラえ、ご相談窓□にご連絡いたださ、混信回避のための 
処置等（例えばパーテイシヨンの設置など）についてご相談ください。 

③ その他、この機器か5移動体識別用の特定ル電力無線局に対して電波干渉の事例び発生した場合など何かお 
困りのことび起さたとさには、ご相談窓 □ にお問い合わせください。 

この機器び、 2.4 GHz 周波数帯 （2400 か5 2483.5 MHz) を使用する直接拡散 （ DS ) ち式/直交周波数分 
割を重変調 （ OF ) の無線装置で、干渉距離び約 40 m であることを意味しまず。 25-J-2-1 

2.4FH8 この機器び、 2.4 GHz 周波数帯 （2400 か5 2483.5 MHz) を使用する周波数ホッピング （ FH ) 方式の無線 
装置で、干渉距離び約 80 m であることを意味します。 25-J-3-1 


5 GHz 帯の無線 LAN をお使いになる場合のお願い 
5 GHz 帯の無線 LAN は、電波法の規制により、屋外では使用でさません。 


お客様び 2.4 GHz 帯11 n モードで無線 LAN をお使いの際に、無線 LAN のデバイス-プ□パティにて802.1 1 n チヤ 
ンネル幅を「自動」 （40 MHz 帯域幅ち可能）へ設定を変更される場合には、周囲の電波状況を確認して他の無線局 
に電波干渉を与えないことを事前に確認してください。また万一、他の無線局において電波干渉び発生した場合に 
は、本設定を20 MHz へ戻してください。 






























保言正とアフターヴービス 


^ 修理.お取り扱い.お手入れ ^ 

などのご柏談は… 

まず、お買い上げの販売店へ 
V お申し付けください ) 


転居や贈答品などでお困りの場合は… 

• 修理は、「ヴポートデスク」へ！ 

• その他のお問い合わせは、「お客様ご相談センター」へ！ 

■ 保証書（別添付） 

お買い上げ曰-販売店名などの記入を必ず確かめ、お 
買い上げの販売店か5お受け取りください。よくお読 
みの後、保管してください。 


保証期間：お買い上げ曰か5本体1年間 


■ 補修用性能部品の保有期間应吾 

当社は、このパソコンの補修用性能部品を、製造打ち切 
り後6年保有しています。 

ま）補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するた 
めに必要な部品です。 

■海がでの使用について 

本製品は日本国内仕様であり、海かの規格などには 
準拠しておりません。ミ毎がでの使用について、当社 
では一切責任を負いかねます。 

また、当社では本製品に関するミ毎外でのアフターヴ 
ービスおよび消耗品、別売品の供給は行っておりま 
せん。 

This product cannot be used in foreign country as 
designed for Japan only . 


修理を依頼されるとき 

r 困ったときの Q & A 」 （本書および巧『取扱説明書操作マニュアル』）に従ってご確認の後、直5ないとさは、まず 
電源プラグを巧いて、ヴポートデスクへご連絡ください。 

修理時に、当社指定の宅配業者び専用捆包箱を持ってパソコン修理品の引き取りにお伺いし、修理び完了した後、直 
ちに宅配業者びお届けする、早くて便利な修理サービスを実施しております。 



• 保証期間中は 

保証書の規定に従って修理をさせていたださますの 
で、恐れ入りますび、製品と保証書をご準備いたださ、 
ヴポートデスク にご相談ください。また、引き取り修 
理の送料は当社び負担させていたださます。 

• 保証期間を過ざているとさは 

修理すれば使用でさる製品については、ご希望により 
有料で修理させていたださます。また、引さ取り修理 
の送料はお客さまのご負担となります。 


宅配便 パソコン修理 



• 修理料金の仕組み 

修理料金は、技術料-部品代-送料などで構成されて 
いまず。 

I 技術料 I は、診断-故障個所の修理および部品の交 
換-調整-修理完了時の点検などの作業に 
かかる費用です。 


商品代 I は、修理に使用した部品および補助材料代 
でず。 

pPD は、お客さまのご依頼により修理品を引さ 
取り、またはお届けする場合の費用です。 



参ご連絡いたださたい内容 


製品名 

パーソナルコン ピューター 

品番 

保証書に記載されていまず。 

(例； CF -52 MW 1 ADS ) 

お買い上げ曰 

年月日 

故障の状況 

でさるだけ具体的に 
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「よくあるご質問」「メールでのお問い合わせ」などはホームページをご活用ください。 
http :// askpc . panasonic . co . Jp / index.html 




修理に関するご相談 


商品についてのお問い合わせは 

サポートデスク 

ノ（ナソニックパソコンお客様ご相談センター SMSBAIoi 

電話お 品レ函 0120 -05-8729 

フ U - ダイヤルを利用でをないお客さまは 

011-330-1911 

FAX SS . 0570 - 00-8742 

ナビダイヤルを利用でをないお客さまは 

011-330-1912 

受付時間 9時〜21時 

年末年始 （12/30 〜 1/4) を除く 

電話 ミ衣 ル續01 20-873029 

※携帯電話- PHS か 5 ちご利用になれます。 
※発信ち番号通知のご協力をお願いいたしまず。 

非通知に設定されている場合は 
「1 86-01 20-873029」におわ、け< だ‘ さし、 
(はじめに「186」をダイヤル）。 

• 上記電話番号がご利巧いただけない場合（発信者 
番号を非通知でお電話いただぐ場合を含む）は 

(06)6905-5067 

FAX (06)6905-5079 

36已曰/受付9時〜2日時 

(パソコン製品の使いちや技術的なご 質問 も承っております。） 
※上記の内容は、予告なく変更する場合びあります。 

ご了承 < ださし、。 



に 010 年 4 月]曰現在） 

ご相談窓□における個人情報のお取り扱い 

パナソニック株式会社およびパナソニックグループ関係会社似下、当社）は、お客さまの個人情報をパナソニック製品 
に関するご相談対応や修理サービスなどに利用させていただきまず。併せて、お問い合わせ内容を正確に把握ずるため、 

ご相談内容を録音させていただをまず。また、折り返し電話をさせていただくときのために発信番号を通知いただいてお 
りますので、ご了承願います。当社は、お客さまの個人情報を適切に管理し、修理業務などを委託する場合や正当な理由 
びある場合を除き、第兰萄こ個人情報を開示•提供いたしません。個人情報に関するお問い合わせは、ご相談いただきま 
した窓□にご連絡ください。 


消耗品 • 有寿命部品 II ついて 


パソコンの部品は、使用しているうちにかしずつ务化•磨耗します。また、一部の部品の务化•磨耗び原因で、 
穀品としての性能び十分に発揮されない場合びあります。 

パソコンを長く、を全に使用していただくためには、劣化-磨耗した部品を交換ずることび必要でず。 

当社では、劣化-磨耗の進み方の違いによって、部品を消耗品と有寿命部品に分類して巧っています。 



種類 

部品 

備考 

消耗品 

バッテリーパック 

-お客さまご自身で購入し、交換していただ<部品です。 

-保証期間内でち有償です。 

有寿命部品 

八ードディスクドライブ 

LCD (液晶ディスプレイ） 

キーボード 

AC ァダプター 

U チウム電池 

DVD MULTI ドライブ 

-修理による再生びでさない場合ほ B 品の寿命）に交換ず 
吉部品でず。 

-保証期間内の修理は無償でずび、部品の寿命による交換 
は、有償になる場合びあります。 

※有寿命部品の交換の目まは、事務室で8時間/1曰、 

250曰/1年の使用で約5年です。ただし、昼夜連続し 
て使用するなど、使用状態によっては保証期間内でち 
部品の寿命による交換び必要になる場合びあります（有 
償になる場合びあります)。 
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当社は国際エネルギースタープ□グラムの参加事業者として、本製品が国際エネルギースタープ□グラ 
ムの对象製品に関する基準を満たしていると判断します。 


国際エネルギースタープ□グラムは、コンピューターをはじめとしたオフィス機器の省エネルギー化 
推進のための国際的なプ□グラムです。このプ□グラムは、エネルギー消費を効率的に抑えるための 
機能を備えた製品の開発、普及の促進を目的としたちので、事業者の自主判断により参加することび 
でさる任意制度となっていまず。対象となる製品はコンピューター、ディスプレイ、プリンター、ファ 
クシ 5 リおよび複写機などのオフィス機器で、それぞれの基準な 5 びにマーク（ロゴ）は参加さ国の 
間で統一されています。 22」1 




愛情点検 

長年ご使用のコンピューターの点検を！ 

の 

こんな症状は 
あ0ませんか 

-異常な音やにおいびずる 
-水や異物び入った 

► 

ご使用 
中止 

故障や事故防止のため、電源 
を切って電源プラグを巧き、 
その後バッテリーパックを取 
りがして、必ずご柏談窓□に 
点検をご依頼ください。 


パナソニック株式会社 IT プ□ダクツビジネスユニット 

干日 70-0021 大阪府守□市八雲東町一 T 目10蚕12号 
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